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ルタ係数 w(n+ 1)，: : :，w(n+ q)を用いた平滑化を施すことで
位相の遅延を発生させず真のフィルタ係数への追従を可能にし
た．





















































































































































1:0 × 10 4 刻みで 0:9999 まで増やしていき，各  において
データ遅延点数を 0から 3:0× 104 点まで 10点刻みで増やして
最適なデータ遅延点数を探索する．図 6 は 2 次の多段化した際




たのが図 7 である．提案手法の IIR フィルタにより得られた最
適パラメータでのインパルス応答を FIRフィルタの係数に設定












Multistage Order of Smoothing
図 7 多段化次数による誤差の推移
表 1 IIRと FIRの計算時間の比較
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